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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成16年1月30日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記  
 

１．16年３月期通期業績予想数値の修正（平成15年４月１日～平成16年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成16年1月30日発表） 

3,147  △  5  △  15  

今回修正予想（Ｂ） 3,162  3  23  

増減額（Ｂ－Ａ） 15  8  38  

増減率 0.5 ％ －  －  

前期（平成15年３月期）実績 3,817  △ 310  △1,037  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）    0円28銭 

 

２．16年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成15年４月１日～平成16年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成16年1月30日発表） 3,513  0  △  11  

今回修正予想（Ｂ） 3,503   10  30  

増減額（Ｂ－Ａ） △  10   10  41  

増減率 △  0.3 ％ －  －  

前期（平成15年３月期）実績 4,165  △ 313  △1,030  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）    0円37銭 

３．理 由 

 上記修正理由は以下のとおりであります。 

１．当期の国内経済は、輸出関連等が回復し、一部明るい兆しが見えましたものの、国際情勢への不安感や 

  雇用、所得環境および個人消費が引き続き低迷するなど、先行き不透明な状況のまま推移いたしました。 

  このような状況の下、当社は生産性の向上や効率化を推進するとともに、事業の再構築を実施し、固定 

  費や諸経費の削減に努めました。また、一部事業の見直しによる設備の償却等が見込まれること、およ 

  び有価証券を売却したことにより、前回の業績予想に対して増益となる見込みのため業績予想の上方修 

  正を行うものであります。 

２．連結業績予想につきましては、親会社に準じて修正するものであります。 

以 上 


